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令和８年５月２９日  

            新潟地方交通共済協同組合 

                    （発 行） 事故防止対策室 
〔運行管理者・運転者の皆様へ〕 

雨の日は「見えにくい環境」だからこそ、自ら進んで「見に行く」姿勢と慎重

な運転が事故を防ぎます。 
 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

            

 

〇 速度を抑えて危険を回避   

雨の日は路面が滑りやすくなるだけでなく、歩行者や自転車、他の車の発見も遅れやすくなります。

特に降り始めは、路面のほこりや油分が浮き上がって非常に滑りやすくなるため注意が必要です。運

転者として特に重視したいのは雨が降り始めたら、まずは事故防止のため、速度を落として運転する

ことを心がけましょう。 

 

○ 5月２８日午後より新しい防災気象情報となりました。発令された際には適切に対応してください。 

 

 

〇 「QRコードで安全運行」動画を配信中です。 

ゆとりを持った運転を行うため、視聴をしていただき、事故防止にお役立  

てください。 

※ 当組合では組合員様へ訪問し、講習会を行っております。ぜひお声掛け下さい。   

連絡先：新潟地方交通共済協同組合  甲斐・石井・長谷川  電話025-284-9555 

 

～ 「行ける！」より 先き行かせる 心の余裕  ～（令和7年度 当組合佳作作品）   
                                        株式会社 サンエーサービス 今成 洋一様    

安全運転（４号） 

※天候悪化により次の状況が起こります。 

濡れた路面は通常より制動距離が約２倍長くなると言

われています。車間距離は晴天時に比べて２倍の距離

をとるよう心掛けましょう。 

 
雨の日はドライバーも歩行者もお互いを発見すること

が困難になります。早めにワイパーを使用して前方の視

界を確保するよう心掛け、昼間でもヘッドライトの使用

により早期発見につながり、また自らの存在を周囲に

知らせるようにしましょう。 


